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―

秋
の
日

は
つ
る
べ
落
と
し
Ｉ

時
雨

降
り
、
落

葉
舞

い
散
る
秋
深
ま
っ
た
一
日

、
現
在
は
商
店
街
が

建
ち

並
ぶ
旧
奥
州
街
道
藤
田
宿
を
、
郷
土
史
研

究
家

の

菊
池
利
雄
さ
ん
の
案
内
で

歩
い
て
み

た
。

旧

奥
川
街

道
の
宿

駅
で

あ
る

藤
川

宿
は

、
国
‥
兄
宿
と

も

い
わ
れ
て

。歴
史

が
古

く
、
文
治

托
吊

の
阿

津
貫
心

山

の
へ
口
戦

に

。
源

頼

朝
が
、

こ
の
哨

を

本

営

と
し
て

藤
原

が
衡
軍

と
戦

い
、

勝
利

を
収

め
た
と

あ
る

一
。屁
‥
が

鑑
」

の
記
ぶ
″
が
初
見

で

、
宿
の

起
源

は
ｆ

女
時
代

の
未

川

に
さ
か
の

ぼ
る

。

巾
既
に
お
い
て
は
、
伊
達
氏
の

．

挨
と
い
わ
れ
る
係
川
氏
叫
舘
の
小
眺

ド
と
宿
駅
を
粮
ね
た
山
付
の
存
在
が

考
え

ら
れ

る

が
、

近
世

に

は
い
る

と
、

奥
州

街
道
の

宿

駅
と

し
て
、

諸
人
名

の
参

動
交
代

や
聯
リ

’
北
寺

詣
の

旅

人
で

に

ぎ
わ
う

と
と
も

に
、

六
斉
市

が
‐Ｊ
‐‐つ
Ｓ

ど
、
在

郷
町

と
し

て
商
業

的
な

発
展

を
と
げ

て

い
っ
た

。
－

．人
傑
川
の

町
絵

図

に
よ
れ

ば
、
町

‥毫
の

長
さ

ぱ
瓦
町

一
鉤
．だ
百
四

卜
．ａ

メ

ー
ト

ル

ー、南

の

宿
人

目

に
は
．石
垣

ご
饗

か
れ
た
枡

形

が
構
え

ら

れ
、
絹

の
中
央

に

は
高
札
場

や
占

本
陣

、
町

Ａ歴史の湟れを感じさせる土塀（旧小坂遭）

藤
田
宿
略
年
表

文
治
五
年
　

二

一
八
九
）

八
月
ヽ
源
頼
朝
、
藤
田
宿
を
本
琶
と
し
、
阿
津
賀
志
山
で
藤
原
泰

衡
軍
と
合
戦
、
勝
利
す
。

鎌
介
時
代
中
期「

親
鸞
聖
人
門
侶
交
名
牒
」
に
奥
州
藤
Ⅲ
住
の
本
願
が
み
ら
れ
る
。

貞
和
こ
一
年
　

（

て
二
円
匕
）

匕
月
、
占
良
貞
家
、
南
朝
軍
の
拠
点
藤
出
城
を
攻
略
す
。

文
明
卜
五
年
（
一
四
八
一
二
）

卜
川
、
藤
田
氏
、
伊
達
成
宗
に
從
い
Ｌ
落
す
。
（
藤
田
氏
は
伊
達

氏
の
一
族
、
藤
田
城
に
居
城
か
？
）

慶
長
七
吊
　

二

六
〇
一
ご

幕
府
、
奥
州
街
道
に
伝
川
の
制
度
を
設
け
る
。
伊
達
、
南
部
氏
等

朿
北
の
諸
人
名
、
参
勤
交
代
の
た
め
江
戸
へ
往
来
す
る
。

優
長
十
年
頃

二

六
〇
。瓦
）

藤
倒
宿
に
肝
煎
が
置
か
れ
、
戸
数
五
十
六
戸
、
人
口
。一
百
四
十
六

人
。
材
鳥
卜
冫
臼
七
卜
六
石
四
牛
。
（
Ｌ
杉
氏
邑
鑑
）

寛
・
水
卜
九
年

二

六
四
二
）

四
月

。
米
沢
藩
「
信
人
漉
道
之
立
札
耆
並
に
駄
賃
定
」
を
公
布
し

藤
田
宿
に
検
断
が
置
か
れ
る
。
｛
桑
折

１

藤
田
一
里
七
町
二
十

問
、
蒔
皿

－

ｕ

Ⅲ

。
皿
ヒ
町

。。一
卜
間

｝

宝
暦
卜

。
年

二

匕
六

匸

藤
Ⅲ
宿
町
並
の
長
さ
丘
町
、
戸
数
百
四
十
五
戸
、
人
口
七
百
八
人

馬
ご
干

匹
、
村
鳥
ｒ

百
匕
卜
九
石
九
升
六
合
。

文
政
卜

。
年

二

八
二
八
）

こ
の
頃
、
藤
田
宿
の
旅
篭
屋
、
揚
屋
等
二
十
七
軒
連
名
で
、
半
田

銀
山
や
近
郷
の
付
々
に
対
し
、
飯
盛
宿
の
自
粛
を
約
定
す
。

天
保
嶇
問
　
｛
一
八
一
二
〇
一
四
四
｝

天
保
の
村
絵
図
に
よ
れ
ば
、
宿
町
の
人
口
に
は
石
垣
で
築
か
れ
た

木
戸
が
構
え
ら
れ
、
古
夲
陣
等
が
み
ら
れ
る
。

天
傑
卜
。二
年

二

八
四
二
）

十
ｎ

十
一
二
日
藤
田
宿
人
火
、
宿
町
中
心
部
の
人
半
を
焼
失
す
る
。

こ
の
頃
村
内
は
北
、
南
の
両
柤
対
皀
し
、
北
半
川
村
早
川
万
七
兼



川

に
は
常

柴
院
や

川
ノ

余
．帥

、
鹿
・
島

阡

に
ピ

が
描
か

れ
て

い
る

‥乂
政
乍
川

に
は
、
飯

盛
夊

を
抱
え

た

旅
凌
り

慳

が
．
．卜
Ｌ

朴
糺

あ

Ｉ．
て
、

近
川

の
にＨ
Ｔ

だ
乙

．气

１

時

盛
人
で

あ

．
た
ｔｒ
川

銅

山
で
働

く
ね

力
遊

叫

が
囗
冫
バ

で
、

臥
俗
Ｌ

の
問

題
４
・
投

ば

か
い
た
ご
ご

’廴

あ

．
た

川
治
卜
叱
弔
　

．
ぺ
べ
六
乍

］
に

叺
北
心
線
が
朿
矼
－

仙
台
問
に
川
通

し
、
一

………
宿

は
責

徹
し

、
宿
鳩

町
と

し
て
の
使

命

を
終
え

る

が
、
街

並
み

は
、
町

の
中

心
地

と
し

て
商
店
街

が

建

ら
並

び
、
現

在

に
至

っ
て

い
る
。

い
ま
商
川
街
に

．
変
し
た
山
並
に

ｔ
日
川
力
お
も
か
げ
は
な
い
が
、

．
歩

が
Ｆ
に
川
る
と
、
藤
川
一
 と

ぷ
Ｌ

川
が
・妲
び
、
そ
の
川
れ
か
け
た
白
壁

が
、
歴
史
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
．

Ａ現在の街並（南側から北側 を望む）

●現在の街並（北側から南側を望む）

幣
名

ド

と
な

り
融
和
を

は
か

る
．

．大

保
卜
丘

吊

二

八
四

円

）

ヒ
川

一

～
卜
儿

囗
、

卜
．
．Ｈ

．
～
．
．
卜
六

川
常
市

と
袮

し
、

連
日

小

が
川

か
れ

こ
 一
在
郷
町

と

し
て

に
ぎ
わ

う
。

ｔ

応
．
．年
　

二

八

六
六

｝

六
日

、

伊
達

地
力
の

農
民

胯
直
し

．
隋
を

お
こ

し
、
藤
田

市

の
旅

心
略
．阮
軒
打

ら
’一
わ
Ｌ

に
あ
・
’

川

治
匕
年
　

一

．
ハ

ヒ

四
一

伊
達
川

桑
折

付
外
一
．一
卜
八
ヶ

付

、
柵
鳥
県

第
四
区

と
な
り
区
会

所

が
藤
………
に
設

置
さ

る
．

剛
柚

九
乍
　

ニ

ハ
ヒ

六

】

藤
川

村
の

戸
数

―
．自
十
．
．．．气

人
川
Ｆ

．
．．臼

．
．卜

．
人
．

六
月

、

川
治

．大
り

東
北
地

方
を

御
巡

や
．
膝

川
絹
の

樋

川
屎
行
在

所

と
な

川

柚
卜

厄
ｆ

一
．
・
气
ペ

ペ

ー

東

北
有

線
が
収

巾

－

仙
台
川

に
開

通
し

、
沿

線
の
宿
川

町

は
ａ
　

徴

す

る
．

叫
柚
．
．
卜
．
．吊

二

八
八
凡
‐‐

蒔

川

、
山
崎
、

石
は
1
1
1村（
口
併
、

藤
川
村

と

な
り
役
場

を
藤

………
に
　

設

置
す

る
、

明

柚
『
．
．卜

川
乍

・・
．
九
〇

匸

．Ｅ乢
冂

．
．卜

六
日

、
藤
川

人
火

、
中

心
部

の
人
ｔ

焼
失
す

．
焼

火
家
　

り

六
卜
瓦

．气

ハ

ト

．
．楝
．

川
治

．．
．卜

儿
十

二

九
〇
．
ご

東
北

本
練

に
勝
………
駅

が
開
裏
・
气

町

場

よ
り

駅
に
道

路
が
通

じ
る
．

人
正

叫

弟
　

二

九

．
瓦

）

藤
ｍ

村
町

制
梅

叺

藤
田

町

と
な

る
．

宮
町

、
本
町

大
町

、
錦
町
　

斗
の

俗
町
名

が
附

さ
る
．

昭
和

．
‘十

九
年

（
一
九

丘
四

）

藤

Ⅲ
町
外

四
ヶ
村
（
Ｈ
併

、
川
‥‥’‘町

と

な
り
段
川

を
藤
川

に
設

就
す
．

昭

利
斤

卜
九
吊

二

九
八
四
一

藤
川

の
市

街
地
で

卜
数

デ
・ヘ
ト

．
．戸
、

人
日
四
ｒ

．．．上

．一
人

と
な
　

’Ｑ
．．

作
成
資
料

国
見
町
史
等
　
菊
池
　
利
雄



明
治
初
期
藤
田
宿
　
町
　
割
　
図

作

　
成

　
資

　

料

　（

　
明

　
治

　
１

５

　

年

　
藤

田

村

　

地

　
籍

　
図

　
・

　
国

　
見

　

町

　

史

　
３

　
巻

淵
茹
奈

田

゛
夥

圀

）
　

霤
蕣
疎
　

ま
ｉ

｀
．一
鷸

牆
田
Ｚ
夥
図
（
洲
痂
昶
甅
）

牆
田
図
４
囀

卜
冰
中
斗
笳
３

Ｆ
≒
Ｓ
叫
涎
囗

社　の
　石



所得税の

記帳・記録保存制度の

あらまし

昭
和
五
十
九
年

度
の
所
得

税
法
の

改
正
に
よ
り

、
事
業

所

得
等
（
事

業
所

得
。
不
動

産
所

得
ま
た

は
山
林
所

得
を

い
い
ま
す
）

の
あ
る
人
に
対

し
て

。
記
帳
制
度
や
記
録
保

存
制

度
な
ど
新
し
い
制
度
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で

、
そ
の
制

度
の
あ

ら
ま
し

を
説
明
し
ま
し
ょ

う
。

１
記
帳
制
度

嘔
業
所
得
等
の
あ
る
人
（
４
色
巾
ｔ
‥
占
を
除
き
ま
す

）
で
、
次
の

巾
ま
た
は
ぼ
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
帳
簿
を
峰
え
付
け
、

そ
の
串
の
取
引
の
う
ら
、
総
収
人
金
額
や
必
要
経
費
に
つ
い
て
簡
易

な
方
法
に
よ
り
記
帆
を
に
‥‥
う
と
と
も
に
、
そ
の
帳
簿
を
ヒ
串
間

一
ａ

陌
は
た
串
間
）
傑
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

小
そ

の
手

の
向
Ｉ
ト

こ
川

．・
．卜

一
Ｈ

に
お

い
て
．
前

々
年
分

の

事
支
所

呀
冷

の
命
額

が
．
．．

百
万

円
を

趙
・疋
る
人

Ｓ
そ
の
￥

９

二
川
‐．二
Ｆ

．
日

に

お

い
て
、

前
年

分
の
叫
業

所

肖
冷

の
金
額

が

ご
．び
万
川

を

超
え

る
人

し
た
が
っ
て
、
昭
和
丘
卜
八
弟
分
の
小
業
所
得
等
が
こ
一
百
万
円
を

超
え
て
い
る
人
は
、
昭
和
六
卜
年

．
Ｈ

．
Ｈ
の
取
引
か
ら
記
帳
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
記
録
保
存
制
度

１
の

記
似
を

し
な

く
て

も
よ

い
人
で

も
、
次

の
山

ま
た

は
恋
の

い

ず
れ

か
に
当

て
は

ま
る
人

は
、
そ

の
業

務
に
川

し
て
作

成

し
、
ま

た

は

受
領

し
た
帳

簿
や
ｔ
‥
咄

（
決
算

関
係

嗔
‥
咄
、
誚

求
お
‥
、
納

品
澂
‥
、

領

収
忿

な
ど

）
を
整

理
し

て
瓦
年

間
保
存

す

る
こ
と

と
さ

れ
ま
し

た
。

巾
そ
の
年

の
前

年
十
二

り

二
十

‐．
日

に
お

い
て
、

前

々
年
分

の
確

定
申
告

耆

な
ど
を
提

出

し
て

い
る
人

や
前

々
年

分

に

つ

い
て
決

定
を

受
け

て
い
る

人

闥
そ

の
年

の
一
二
月
一
二
十

一
口

に

お

い
て

．
前
年

分

の
確
定

巾

応

力
な

ど
を
提

出

し
て

い
る

人
や
前

年
分

に
つ

い
て
決

定

を
受
け

て

い
る
人

し
た
が
っ
て
、
昭
和
丘
卜
八
年
分
の
価
定
申
告
瀝
を
提
出
し
て
い

る
人
な
ど
は
、
昭
和
六
十
年
一
川

。
日
の
取
引
に
関
す
る
も
の
か
ら

保
存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
総
収
入
金
額
報
告
制
度

そ
の
年
の
事
業
所
得
等
の
総
収
人
金
額
が
凡
千
万
円
を
超
え
る
人

（
そ
の
年
分
の
確
定
申
告
耆
を
提
出
し
て

い
る
人
を
除
き
ま
す
）
は
、

そ
の
収
入
金
額
の
合
計
額
な
ど
を
記
載
し
た
総
収
人
金
額
報
告
書
を

翌
年
一
Ｊ‐
1
月
十
五
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
昭
和
五
卜
九
年
分
の
確
定
申
告
。”
を
提
出
す
る
必

要
が
な
い
人
で
も
、
五
十
九
年
中
の
事
業
所
得
等
の
総
収
入
金
額
の

合
計
額
が
五
千
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
昭
和
六
十
年
ご
一
日
７
ｒ
五
日

ま
で
に
。
総
収
入
金
額
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
収
支
内
訳
書
添
付
制
度

事
楽
所
得
等
が
あ
る
人
（
青
色
申
告
者
を
除
き
ま
す
）
が
確
定
申

告
書
を
提
出
す
る
と
き
は
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や
必
要
鰹
費
の

内
容
を
記
載
し
た
収
支
内
訳
癧
を
硫
定
申
告
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
来
年
、
昭
和
五
十
九
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
と
き
は
、
収
支
内
訳
書
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
。
お
気
軽

に
最
寄
り
の
税
務
署
（
所
得
税
担
当
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。



朽
木
麻
美
ち
ゃ
ん
に
教
育
長
賞

～
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
で

～

統
計

に
関

心
を

持

り
て
も

ら

む
う

と
、
福
鳥

県
が
陬

弟
実

施
し

て

い
る

統

計
グ
ラ

フ
コ
ン

ク

ー
ル

に
、
小
収

、

藤
田

の
児
童

こ
卜

九
名

、
Ｉ
ト

瓦
点

の
作

品
を

応
秘

．
≒

匕

心
、
Ｌ
Ｘ

が

人

賞
し
ま

し
た

小

学
校
低

幸
乍

の
部

で
．
小

坂
小

．
．
弟
の
朽
木

麻
１

ち

ゃ
ん

が
県

教
斤

妊

賞
、
小
坂

小
．
．弟
の

鳥
橋

鵬
．ｒ

ち

ゃ

ん
と
同

じ
く
一

弟
の

遠
藤
‥児
．ｒ

ら

や
ん
が
県
統

叶
会

災
賞

を
受
賞

し
ま

し

た
．

卜

川
卜
九

日
、
喜

多
方

プ
ラ
ザ

・

文

化
セ

ン

タ
ー
で
開

か
れ
た

第
．．
．卜

四

川
の
県

統
計
人

会

の
席
Ｌ

で
．．．
人

に
賞
状

と
記

念
品

が
授
７

さ
れ
ま

し

た

．
特

に
．

「
磋
休
み

中
の

訊

む
人

」

を
出
品

し
、
教

育
艮

賞
を
叫

だ
麻
叉

ら
や
ん

に
は

、
付
岡

虜
之
助

敦
育

斤

参
嘔
凍

総
鵬

課
長

か
ら
直
接
Ｆ

直

さ

れ
、
欠
川

に
つ
め
か

け
た
出

席
占

か

ら
拍
１

が

送
ら
れ

て

い
ま
し
た

な

お
．

幸
校
賞

と
し

て
Ｃ

小
坂

小

学
校

が
優
秀
･

 に
 
ﾏ 
Iま

し
た

日

ご
ろ
の

私
た

ち
の
身

の
川

り
の

釣
き
を

統
計

的

に
と
ら
え

、
に（
体
的

に
グ
ラ
フ
で
μ

現
し
．
人

々
に
訴
え
る
の
が
統
計
グ

ラ
ブ
で
す
　
小
学
生
以
匕

の
な
な
ら
．
ど
な
た
で
も

応
邨
で
き
ま
１
。
ぜ
ひ
、

永
年
も
ど
し
ど
し
ご
心
邨

し
て

く
だ

さ
い
．「

人
賞
有

は
次

の
と

お

り
で

す
Ｉ

’小

幸
校
低

学
年

の
部

・

◆
教
宵
長
賞
朽
木
麻

美
一
小
坂
小
．一
年

」

◆
協
会
長
賞

高
橋
陽
子
｛
同
　

二
年

｝

遠
藤
晃
子
一
同
　
　

一
年

）

◆
佳
　

作

遠
藤
昌

美｛
同
　

一
．年
｝

｛
小
学
校
罵

幸
年
の
部
｝

◆
晧
　

作

鴨
田

由
！

小
坂
小
六
年

｝

松
浦
富
由
子
一
藤
川
小
六
嶇
一

◆
努

力

賞
後
藤
篤
志
｛
小
坂
小
瓦
昨

｝

▲賞状を受ける覈美ちゃん

▲敦斉長賞 を受けた麻美ちゃんの作品 ▲高橋陽子ちゃん（左）と遠藤晃子ちゃん

身近にある野草・薬草

⑤

ア　ケ　ビ

他

の
氷

に
を
き

つ

い
て

高
く

は

い

匚

が
る
っ
る

性
の
落

低
附

低

に
小

さ
々

長
縉

円
形

の
．乢
戍
の

小
佗

か

６ヽ
な

．気
苹
沃

枚
低

’．≒

長

い

哂

が
あ
り
、

疔
服

し
ま

す
．．
卜

、
釿

フ

ヒ

と
孔

に
、
笵

の
川

か
ら
長

い
花

肥

が
た
れ
ド

が

り
、
淡

紫
色
の

小
范

一
皿

佗

．・
を

多
数
川

状

に

つ
け
ま
Ｉ
．

雌
笵

は
や

や
大

き
く
、

房
の
眼

．儿
近

く
に

．
～
．
．個

っ
け

ま
す
．
佗

は
花

弁

が
な

く
、

が
く
片

が
ミ

改

あ
り

ま

す
．
紙

に
実

る
米
実
の

人

き
さ

は
卜

ｍ
く
ら

い
で
．
外

戊

は
淡
紫

色
で

自

枌
を
帯

び
て

い
ま
す
「

晩
秋

、
川
｀
実

が
熟
才

と
、

縦
に
製

け
て

、
自
色
ｔ

透
川
の

吸

肉
が
あ

ら
わ
れ

ま
Ｉ

．
梁

肉
は
け

く
、
中

に
多

数
の

黒

い
哺
ｆ

が
あ

り
ま
す
．．

▼
薬
用
▲

狄
の
終
わ
り
ご
ろ
に
・つ
る
の
太
い

ｙ
に
一
ろ
を
叨
り
と
り
、
外
皮
を
と
り

除
い
て
か
ら
祐
切
り
に
し
、
Ｈ
Ｆ

し

に
し
ま
ｔ

。

腎
臓

炎
・
尿

遭
炎

・
ボ
ウ

コ
ウ

炎
な

ど
に

よ
る

む
く
み

に
　

．
日

呱

と
恚

で
輪

切
り

に
し
て

乾
蝋

し
た

癢
｛

参

差

｝
ト

ー
ト
ａ

グ
ラ

ム
を

煎
じ

．
．．
．

回

に
分
・
川
．

カ
リ

ウ

ム
塩
の
利

尿
作

川

に
よ

り
で
効
果

を
示

し
ま

卞
．

お

で
き

に
　

．
Ｈ

碵

と
し
て

木
通
十

．ａ

グ
ラ

ム
を
皿

じ
、

患
部
を

煎
汁
で

洗

い
ま
于

．

▼
料
理
▲

存

に
听

牙
を

り
め
を
仗

て

な
い
よ

う

に

り
み
と
り

ま
Ｆ

。

桴
哽

は
っ
め

で

軽
く

れ
ギ
ーり

と
り
ま

す
．・
叭

実
は

Ｆ

で

ね
じ

と
ろ

か
、
小
刀

、
は

さ
み

な

ど
で
切

り
と

り
ま
十

、

料

理
　

片

使
と

行
侈
は

．
塩

．
つ
ま

み

を
入

れ
た
熱

尚
で
少

々
歯

ご
た
え

の

あ
る
程

度

に
ゆ
で
、

水
に
レ
’二

で

？
‥
み
を
抜

い
て

か
ら
調

理
し

ま
十
．．

お

ひ
た
し

、

ご
ま
あ
え

、

マ
Ｊ
・不
！

ズ

あ
え

な
ど

に
．．

山
野
叺

カ

ーソ
ー
百
科

か
ら



ふるさとの文化財

⑧町史跡

阿津賀志山
三十三観音

八十八大師
画像碑群

菊　池　利　雄

厚

樫

山

收

縫

、

旧

奥

州

街

道

の

国

兄

峠

周

辺

一

帯

の

地

に

は

、

町

の

指

定

史

跡

「

阿

沖

賀

志

山

．
．
．ｔ

．
．
．
観

政
・

ハ

ト

ハ

人

師

画

像

碑

群

」

が

あ

る

．

菻

汞

朗

の

嘉

水

六

年

こ

八

扛

こ

）

頃

、

伊

達

郡

．
一
野

袋

村

一
現

梁

川

町

）

の

行

古

沸

源

（

俗

名

源

心

工

門

ｙ

の

発

願

に

よ

り

、

犬

下

泰

平

・

瓦

穀

成

就

・

万

民

悦

楽

を

祈

願

し

、

四

国

八

十

八

大

師

、

秩

父

坂

ぼ

．
．
．
卜

．
．
．
観

き

の

画

像

を

安

置

す

る

た

め

、

こ

の

山

の

中

腹

に

大

師

堂

と

７

雌

を

建

立

し

た

．佛

源

は

こ

の

資

衾

を

曝

め

る

た

め

、

信

遼

両

郡

の

付

々

を

め

ぐ

り

、

信

徒

に

助

成

本

加

を

呼

び

か

け

、

一

人

一

分

の

積

立

の

法

を

と

り

、

そ

の

報

恩

と

し

て

一

石

に

一

体

ず

つ

の

‘
’ｆ

像

を

練
刻

．‐｝
．
人

師
堂

の
周
辺

地

に
樹
冫
‥

こ

の
際
、

艇
川

し
た
必
永

六
第

の

幟

や
、
趣
意

を
刻

人
だ
版
木

睹

は
、

呪
在

、
川
内

の
木
村

修
氏

宅
で

保
作

が
な
さ
れ
て

い
る

、

こ
の
地

は
、
川

見

（
￥

樫
一

山
の

りＵ
に
ふ
さ

わ
し
く

、
以

遠
平

野
を

一

望

で
き

る
景
勝

の
地

で
、
文

治
紅

年

二

．
九

八

）
の
昔

、
源
頓

朝

の
率

い
る
鎌

れ
軍

と
、
藤

原
奉

衝
の

奥
州

軍
が
戟

っ
た

阿
津

智
志

山
の

古
戦

川

で
あ

り
、
藤
原

力
の

部
将
佐

藤

庄
司

基

治
主
従

の
竹
級

を

さ
ら
し

た
経

ヶ

岡

の
地
で

も
あ

る

、

リ
搾

山

は
別
Ｘ
経

塚

山
と

糺

い
わ

ね
、
占
；

か
・
６
に

仰
の

山
と

さ
お
で

き
だ
　

祐
塚

ぱ
、
ｊ

女
時

代
巾

川
以

降

、
佛
叡
で

い
う

末
法

思
想

の
盛
行

に
障

い
、
経
典
帰
冴
地
下
に
埋
蔵
し

て
来
た
る
べ
き
弥
勒
佛
出
匱
の
険
代

ま
で
伝
え
よ
う
と
し
た
填
丘
で
あ
り
．

琵
塚
山
・
経
ヶ
岡
の
地
名
か
ら
も
、

か
り
て
こ
の
山
に
経
塚
が
営
ま
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
、
佛
源
が
大
師
掌

画
像
碑
建
立
の
聖
地
と
’
｝て
、
こ
の

地
を
選
ん
だ
の
も
、
信
仰
の
山
と
し

て
の
歴
史
的
な
背
景
を
ふ
ま
え
た
も

の
で
あ
ろ
う
．

明
治
卜
几
年
の
東
北
本
線
、
昭
和

丘
卜
年
に
は
東
北
縦
ｎ

自
動
車
道
が
、

画
像
碑
群
敷
地
を
通
過
す
る
に
伴
い
．

一
部
の
画
像
碑
は
周
辺
地
や
山
頂
郎

に
移
転
を
み
て
い
る
が
、
昭
和
四
十

四
年
六
月
、
町
で
は
史
跡
に
指
定
し
、

そ
の
保
護
に
あ
た
っ
て
い
る
．

参
考
文
献

国
兄
町
史

．
・
―
巻

－

表

紙

カ
メ
ラ
歳
時
記

⑧

「
ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア

」

乳
幼
児
学
級
の

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

公

民
館
で

昭
和
瓦
ｔ

瓦
年

か
ら
始

ま

っ
た
孔
幼

児
学

級
の
、

保
育

ボ
ラ

ン
テ

ｆ
ア

と
し
て
Ｆ

供
の

育
児

を
紋

け
て

い
る
方

が

い
ま
す
、

山
本

テ
ル

さ

人

一
藤
川

幸
北

。・
。

六
卜

。。一
歳
一

で
す

。
「
育
児

の
と

き
に
特

に
叭
を

つ
け

る
の

は

、
や
は

り
ヶ

ガ
を
し

な

い
よ

う

に
注
意

十
る

こ
と
で

す

。
ぐ

い
に
、

今

ま
で
ヶ

が
な

ど
し

た
‐ｒ

は

い
ま

せ

ん
で
し

た
。

た
だ
、

お
母

さ
ん
が
別

の

糾
屋
で

学
習

し
て

ま
す
の

で
、
．Ｐ

供

が
泣

い
て
し

ま
う

ん
で
す

。。
オ
モ

チ

ヤ
や
お
茣
Ｆ

で
あ

や
し
て

も
、

な

か
な

か
泣

き
や
ま

な
く
て

、
そ

ん
な

叶
は
困

っ
て
し
ま

っ
て

。
」
と

鵬
十

山
本

さ

ん
。

昨
年

は
。
こ
の

孔
幼
児

学
級

が
開

か
れ
な

か
っ
た
の
で

、
実

質
、
今

年

で

川
年
日

の
保
育

ボ
ラ
・
／
テ

ｆ
ア

と

の
こ

と
、
呪
在

。
孔

幼
児

の
戡

は
一
．Ｊ

卜
数

人
い
る

そ
う
で

す

が
、

い
つ
も

は
卜
瓦

人
ぐ

ら

い
で

、
山
本

さ

ん
は

じ
め
鮫

人
の

ボ
ラ

ン
テ
ｆ

ア
の

方
々

が
育
児

を
し

て

い
ま
す

。‘

『
ボ
ラ

ン
テ

ｆ
ア

の
方

は
、

私
を

ａ

め
卜

扛
人

い
ま
す

が
、

そ
れ

ぞ
れ

忙
し

い
の
で

、
全
ｎ

揃

う
こ

と
は
な

か
な

か
あ
り

ま
せ

ん
。
で

す

か
ら
、

。
人
で

‘
。人

、
。
。。人
の
子

供
の

め

ん

ど
う
を

み
る

の

が
淬

通
で

す
ね

。
」

と
山
本

さ
ん

。。

子
供
の

遊

ぶ
オ
モ

千

ヤ
な
ど

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
人

が
持

ち
寄

り
た

り
、
寄
川

し

て

い
た
だ

い
た
も

の
。

町
民
の

方
で

、
も

し
、
使

わ

な
く
な

っ
た

オ
モ
チ

ヤ
が
あ
れ

ば
、
寄

贈
し

て

い
た
だ

き
た

い
そ
う

で
す

。

『
・ｒ

淇

っ
て
本

当

に
か

わ

い
い
で

す
ね

。

』
と
子
供

を
兄

守

る
瞳

に
は
、

や

さ
し

さ
が
た

だ
よ

っ
て

い
ま
し

た
。



七口
少
年

育

成

町
民
会
議
か
ら

蘂
作
文
募
集
に
つ
い
て

詳
し
い
こ
と
は
、
後
日
、
幸
枚
の

先
生
方
や
町
の
川
竃
板
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
が
、
心
も
身
体
も
健
叩

な
瀝
少
年
に
な
る
た
め
の
作
文
を
祁

集
し
ま
す
。
小
幸
校
ａ

年
生
以
ｈ
の

人
た
ち
か
ら
で
す
。
そ
の
時
は
、
ふ

る
っ
て
応
笳
し
て
く
だ
さ
い
。

令
町
内
一
斉
美
化
作
業
に
つ
い
て

卜

．
Ｈ
こ
卜
瓦
日

一
日
）
に
、
町

民
み
ん
な
で

二

戸
か
ら

。
人
と
い

う
の
で
な
く
）
人
人
も
「
Ｐ
匯
も
で

き

る
だ
け
参
加
し
て

。
斉
に
町
内
の
美

化
作
業
を
し
て
、
少
し
で

も
自
分
た

ち
の
町
を
き
れ
い
に
す
る
と
と
も
に
、

み
ん
な
で
心
の
ふ
れ（
口
い
を
し
、
冴

少
年
育
成
な
ど
の
意
叙
を
鳥
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
卜

。
日
中
印
ま

で

に
、
各
地

区

ま
た
は

部
落

な
ど

か

・・
り
ど
ん
な
作

業

を
す

る
か
連

絡

が
あ

り

ま
す
の
で

足

非
、
多

く
の
町

民

の

方

々
の

ご
参

川

を

お
噸

い
し

ま
す

。

ご

存
じ
で

す

か

安
心
し
て
貸
し
借
り
で
き
る

農
地
の
ｎ
ｎ

叭

安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
が
で

き
る
新
し

い
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
。

新
し
く
で
き
た
農
用
地
利
川
増
進

法
に
よ
り
農
地
を
貸
し
た
り
、
借
り

た
り
し
た
場
合
に
は
、
農
地
法
の
許

可
手
続
き
が
い
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
農

地
を
貸
し
た
場
合

に
は
、
約
束
の
間

限
が
く
れ
ば
離
作
料
を
支
払
わ
な
く

て
も
確
実
に
農
地
を
返
し
て
も
ら
え

ま
す
。

さ
ら
に
：

こ
年
以
上
背
し
た
場
合

に
は
、
貸
し
た
期
間

に
応
じ
て
農
地

流
動
化
奨
励
金
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

許
可
を
得
な
い
貸
し
借
り
は
、
紛

争
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た

貸
し
借
り
を
し
て

い
る
な
、
ま
た
は

貸
し
て
も
よ
い
農
地
を
お
持
ち
の
方

や
経
営
規
隕
を
拡
人
す
る
た
め
農
地

を
俳
り
た
い
と
む
考
え
の
方
は
、
ぜ

ひ
一
度
、
農
袰
委
ｎ

会
嘔
務
Ｑ
｛
酋

八
丘
１
１

こ

こ

に
ご
帽
談
く
だ

さ
い
。

（
農

業
委
員
会

）

昭
和
六
十
年
成
人
者

来
年
一
月
十
五
日
に
成
人
式

来
年

。
月

卜
瓦

日
の

「
成

人
の
ｎ
‥
」

に
は
町

の
成

人
式

が
行

わ
れ

ま
す

。

対
象

者

は
、
昭

和

。
。卜
九

第
円
川

。
。日

か
ら
四

卜
年
四

日

。
日

ま
で

に

生
ま

れ
た
方

で
、
町

内

在
住

夬
‥
で

才
。

た
だ

し
、

希
剛
す

れ

ば
当
町

出
身

の

町
外

在
住
者

で

も
参
川

で

き
ま
す

。

？

め
に
総

務
騨

に
巾

し
込
み

く
だ

さ

い
。
昔
・べ
托
１

．：

：

十

一
月

十
二
日

現

在
の

予
定
者

は

次
の

と

お
り
で
す

。

氏
名

に
誤

り
や

記
做

む
れ

が
あ

れ
ば

む
知

ら
せ

く
だ

さ
い
、

「
」
藤

田

地

区
　

り
一
名

麝

藤

広

司

渡

辺

輝

泰

佐
久
間

畑目

広

石

井
　
　

隆

成
1
1
1国

彦

武

川
　
　

功

徳

…刈

朱

美

扱

蘰

五
帖
子

人

内

拝

．Ｐ

内

村

洋

Ｆ

瓦
卜
嵐

秀

４

鈴

木
　
　

敦

国

分

芙

‥`
代

村

山
　

ま
ゆ
み

山

内

眞
腕
Ｆ

巾

山

弘

笑

石

川

渦

流

松

浦

．．．燉
’Ｐ

大

槻
　
　

敏

佐
久
川

弥
栄
ｆ

瓦

野

良

理

中

野

文

雄

Ⅲ
　
囗
　
裕

之

吃

４

知
恵
’ｒ

宍

．い
　弘

や

唯
々
木
　
．

宏

国

分

仲

戌

佐

藤

審

’Ｐ

占

Ⅲ

鳶
由
鳬

水

川

岬

川

酒

片

正

川

八

鳥

宗

崖

ａ

野

彰

．卜

八

鳥

忠

理

波

部

べ`

呎

川

部

美
和
子

伊

勢

文

岬

佐

藤

や

江

占

Ⅲ

園

ｆ

菊

地

徳

男

八

島

山

き

菅

野

洋
　
。

鴨

川
　
あ
ゆ
み

菊

地
　
　

消

佐

鱗

誥

川

人

Ⅲ

假

咐

比

襃

洋

Ｆ

高

。ｒ

育

カ

近

對

広

流

神

Ⅲ

さ
よ
り

羽

根

昭

’ｒ

縁

ｈ

や
貿
’Ｐ

「

」
森

江
野

地

区
　

爿
一
名

小

川

山

紀

佐

蒔

洋
　
．

石

川

義

則

八

を

将

戉

實

沢

千
肢
’ｒ

人

波

余
奨
江

付

ｈ
　
　

に

菊

地

戉
由
美

れ

崎

賢

治

小

池

兇

則

佐

藤

恵
美
Ｆ

渡

邊

眞
奈
梟

八
　
９

良
由
淌

実

沢

典

’ｒ

人

波

ふ
み
’ｒ

鳥

橋

幸

宏

高

橋

勇
　
一

屹
久
間

弘

行

佐

藤

政

行

村

上

幸

子

小

西
　
　

茂

「
」
小
坂
地
区
　
1
5
名

佐

藤

尚

弘

佐

藤

咀

ｒ

山

川
　
　

勲

陣

野

利

弘

菅

野
　
　

仲

高

野

正

喜

姚

玲

以

ｆ

鴨

田

美
保
子

佐

藤

祐

Ｆ

安

藤

縄

志

山

川

勝

利

樋

川

滅
　
．

本

田

玲

ｆ

苔

生
　
　

守

高

檎

明

浩

「
」
大
木
戸
地
区
　
1
4
名

石

川
　
　

明

佐

藤

芙
恵
子

青

川

直

人

達

嘩

蝮

司

阿

部
　
　

亨

関

很

秀

勝

遠

鱗

俊

皀

瀬

一
尸

正

宏

鳥

檎
　
一
　
夫

岡

川

疽

正

渋

谷

康

弘

高

檎

千

秋

松

浦
　
　

晦

吃

蘓

押
忠
子

遠

藤

笑
皿
子

鈴

木

隆

子

【
】
大

枝
地
区
　
1
0
名

佐

膝

朋

浩

佐

藤

邦

夫

鈴

木

秀

雄

佐

藤

武

晴

溯

戸

£

宏

小

林

則

幸

佐

藤

光

男

太

田

朱

美

木

材

智
恵
子

鈴

木

隆

子

合
計

Ⅲ

名
（
男
6
1名

女
5
1名
）



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

◆
成
人
学
級
・
中
矣
婦
人
学
級
か
ら

･
 
1 卜 
-

卜
円

◆
佐
野
庄
占
さ
ん
｛
第
八

｝
か
ら

紅
万
円
－

故
庄
八
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
県
北
中
幸
校
生
徒
会
か
ら

十
一
万
死
召
瓦
卜
円
↓

化
祭
バ

ザ
ー
売
ｋ
金

藤
田

小
学

校
に

◆
八
島
岬
正

さ
ん
（
山
崎
北

）
か
ら

藤
田
小
学
校
全
景
航
空
写
ａ

．
点

遊佐生徒会長 から佐藤町長に

お
詫
び
と

訂
正

卜
り
り
Ｆ

．
ペ
ー
。ン
の
淬
き
の
悉

◆
欄
島
ヤ
ケ
ル
ト
販
売
｛
楝
｝
か
ら

と
あ
る
の
は

◆
福
鳥
ヤ
タ
４
卜
販
売
一
楝
）
及
び

福
鳥
ヤ
ク
ル
ト
販
売
ｎ

か
・
り

の
誤
り
で
す
。
お
詑
び
し
で
町
正

い

た
し
ま
す
。

遺
族
援
護
及
び
恩
給
業
務

巡
回
相
談
会
を
火
施

一
、
相
談
内
容

冂
戦
傷

病
者
援

護
関
係

に
つ

い
て

ア
．Ｆ

帳

の
請

求

に
つ

い
て

ｔ

療

蹙
給
付

、

各
牋
減
免

に

っ

い
て

口
戦
没
占

心

族
閏

係

に

つ
い
て

ア
．遺

族
尓
公

、
辿

族
治
ｌ
ｔ

に

つ
い
て

１

特
別

給
け

衾

に
つ

い
て

眄
軍

人
恩

給
川

係

に
つ

い
て

ア
．淬

通
恩
給

、

一
時
恩

給
、

．

心

衾
及

び
扶
助

科

に
つ

い
て

１

傷

病
恩
給

に
関

す

る
こ
と

ウ
．軍
歴

を
在

聿

る
夬
‥
で
外

国
政

府
、
朴
殊
法
人
、
持
殊
機
関

な
ど
の
動
務
に
つ
い
て

二
、
日
時
及
び
会
場

卜
‘
．り
卜

．
日

一
人

）
九

三

〇

～

。
五

・
呂

梁
川
町
福
阯
会
館
　
一
階
和
令

。二
、
そ
の
他

出
席
ｓ
ｎ
は
相
談
内
容
に
関
す
る
資

料
を
持
参
乙
で
く
だ
さ
い
。

戸籍の窓口
(10 月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名　保　旛 者　部 落
敦　史(あ っ い 寺鳥　1 工　人 町 鹵

奈　々(な　　なJ武田　 智　第　　 モ

敍　1つ よ し)武Ⅲ　 智　第　　．ミ

均( ひ と し)佐久閥　茂　第　　 一

正　隆{まさたか}松浦 節夫　大 木 戸

悛　之{としゅき}中野　孝雄　泉 Ⅲ 下

悠　子(吻 う こ)接蕕　IE　.fs　 取

喜美子1き み こ)和恥μ久夫　ａ ｌ･ １

友　･llと! ，みjMﾐ野　11ﾐ弘　 第　　八

紀　史{のりひと}佐藤 弘1･1　並　 梅

直　生lな お きＪ松浦 政直　石｢4田陳

ご結婚おめでとうございます

氏　　 恥　　　　　 部 落
篷　||!　占　Jこ　　　　 堵　　，IL

＆　村　悦　f･　　　　 夲　 ・I

佐久||11　　守　　　　 諂　　 ・

後　藤　倒　j･･　　　　|11　 内

･11　沢　　 降　　　　 山崎小舘

減 懣 加淳代　　　 福 鳥111

おく やみ申し上げ ます

氏　　　IS　　　rF 齡　　 部 落

人　沼 麼　 ・　　93　　U　III

佐　藤　IE　 ・　　75　　!l　　llj

佐　藤　X　I ’･　　53　　　1;　 腎

高　 嬌 忠　ヒ　　80　　 内 谷 朿

li　沖　 タ　ヨ　　 ８】　　 山　 槓

佐　野 庄　 八　　88　　 第　　八

身体障害者福祉週間

12月９日～15日
人口 と世 帯

11月１日現在(前月比)10月中のうごき

人
　
　

囗

男5.  9人（－５）

女6.180 人（－３）

計12.0 人（－８）

世帯故2.  3 戸(  十 3 )

転 入20 人

転 出　33人

出　生　11人

死 亡　６人

憑囲回琶個囹圄
場所：役崎二躇相鹸室｛●●人口〃らおÅりFS い｝

時間：９時-ヽ -12畤

こまったことや、相談ごとがあり ましたら、

お気軽にご相談下 さい。秘密は絶対に守ります。
〔  相 談  員〕

11月24日（土）菅野 質郎・佐藤マサイ

12月５Ｈ（木）樋口　柵三・高鳴　思了-

12月15 日 (土）曳地 裨作・朝内　ひで

11月　霜月(しもつき)

22日（木）小 雪

23 日 (金）勤労感謝の日

26日（月）火災予防揮勍

28日（水）税関記念日

12日　追走（しわす）

１日（土）歳末助け合い連動

４日（火）人権週間

７日（金）大 雪

８日（土）満月、針供養



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

08  5 ｰ 2  6

（有)  4  ｰ  5  6

大
木
戸
Ａ
チ
ー
ム

二
年
連
続
制
覇

町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

叭

八
川

町
内

．
川

駅
伝

競
走

は
町

制

施
行
ミ

ト
川

年
記

念
な

．．兼
ね
弛

貼

れ
の
叫
目

午
前

卜
時

、
町
公

民
館

加

を

ス

タ
ー
ト
し

ま
し

た
．
人

木
戸

Λ

チ

ー

ム
が

．
時

間
卜

九
分

川
卜

．
杪

の

夕

／
‐

ム

で

．
．
連

覇

を

遂

げ

ま

’‐・
た

．

４

１

７

ン

参

川

の

県

北

中

．
．
チ

ー‐

ム

を

χ

む

九

チ

；

ム

、

．ｆ
目

六

卜

Ｘ

の

選

Ｆ

が

参

川

し

ま

し

た

．

閧

余

人

で

は

人

会

長

の

町

長

が

あ

い

さ

つ

し

、

末

賓
の
議

会
議

輿
、

教
介

呑
八

友
の

祝

辞
の
あ

と
前
印

度

優
勝

の
人
木
一
尸

Ａ

チ

ー
ム
の
阿

部
訟

次

鵬
Ｆ

が
力
強

く

避
手
宣
ｗ
‥し

ま
し

た
７

当
日

は
絶
好

の
秋

貼

れ
に
忠

ま
れ

午

前
卜
時

町
長

の

、
　・
　
響
　鬟
　し

。
斉

ス

タ
ー
ト

し

ま
し
た

。

コ
ー
ス

は

。

川
二
卜

‘一
キ

ロ
、

今
年

か

ら
夊
’Ｐ
区

間
も
で

き
、
収

穫

の
終

っ
た
町

内

を

健

脚
を

竸

い
ま
し

た

。
沿
道

に
は
、

多

数
の
町

民

の
み

が
出

て

さ
か
人

に

声

援
を

送

っ
て

い
ま
し

た
。
成

績

は

次

の

と
む

り
。

．
般
の
部

‐１
人

木

．尸
Ａ
　

１
時

間
1
9
分
4
8
秒

‐ｌ
．源
宗

山
　
　

１
叫

間

９一
分
0
0
秒

一

人

戝
　
　

１
時

間
2
2
分
ｍ

秒

中
乍
乍
の
部

１
卵
北
中
Ａ
　
１
時
川
1
7分
4
3秒

区
川
賞
｛
一
般
の
部
の
み
対
象
｝

．
区
　

鳥
日
義
孝

一
源
余
山
一

．
．区
　
Ｋ
Ｆ
正
子
｛
人
技

｝

．・
．区
　
片
木
功
　

一
源
宗
山
｝

四
卜
　
陂
…縢
り
彦

一
人
木
バ
Ａ

）

た
区
　
佐
藤
武
徳

元
‥
は
川
｝

六
区
　

小
林
で
ミ
｛
神
宗
山
一

・へ
区
　
市
川
忠
明
｛
石
け
Ⅲ
｝

九
区
　
阿
部
松
次
｛
人
本
．卩
Ａ

｝

卜
区
　

松
浦
泰
平
｛
人
木
．尸
Ｂ
｝

な
む
当
日
、
御
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
地
区
ス
ポ
ー
ツ
振
町
会
、
体
育

指
導
員
、
警
察
署
、
交
対
協
な
ど
の

皆
さ
ん
に
対
し
。
厚

く
御
礼
申
し
ｈ

げ
ま
す
。

チームの朋待をにない、一斉にスタート

今回から女性ランナーも登場

文

化
団

体
紹

介

く
に
み
短
歌
会

代
表
　

佐
久
間
幸
雄

聞

き
恨

れ
な

い
グ
ル
ー

プ
名
と

お

思

い
の
方

も

お
ら
れ

る
で
し

ょ
う

、

そ

う
で
す

、
こ

の
九

月
に
生

れ
た

ば

か

り
の

「
く

に
み
短

歌
会

」
で
す

。

へ
会
Ｕ

．
。卜

卜
）名

’｝
会

発
足

と
同
時

に

、
町
文

運

に
加
人

さ
せ
て

い
た
だ

き

ま
し
た
Ｉ

去

る
十

。
目
り
二
日
一

四

Ｈ
ま
で

の

町

文
化
祭

に
は
会
日

一
同

、
恨

れ
な

い
筆

で

、
自
分

の
歌

を
色

紙
や
短
冊

に

Ｉ
生

け
ん
侖

書
き

、
展

示
し
、
町

の
方

々

に
兄

で

い
た

だ
き

ま
し
た

。

短

歌
を

作

る
の
が

初
め
て

な
ら
、

筆
を

も

っ
て
色

紙
や
短

冊

に
霄
く
の

も
初

体
験

。
で

も
、
す

ば

ら
し

い
出

廖

米
で

し
た

。

六
川

か
ら
八
月

に

か
け
て

、
六
回

の
短

歌
人

門
講
座

が
聞

か
れ

、
講
師

の
小

野
た

か
ｆ

先

生

（
桑
折
町

在
住

）

の

も
と
で

、
参

加
占

は
熱

心
に
お

鵬

し

を
聞

き
ま
し

た

。
閉
講

と
同
時

に
、

会

と
し
て

発
足

さ

せ
よ
う

と
み
ん

な

の

声
の

盛
Ｌ

り
が
あ

り
、

短
歌
会

が

で

き
ま

し
た

。。

短
歌

と
は

、
私

た
ち
の

生
活
、

感

情
と

密
着
し

て
存

在
し

、
万

鶯
の
時

代
か
ら
受
け
つ
が
れ
て
き
た
人
間
の

感
動
、
叫
び
な
ど
を
こ
一
十
一
文
字
に

表
現
す
る
短
詩
形
文
学
で
す
。
自
分

の
日
で
兇
た
事
、
心
に
感
じ
た
事
を

素
直
に
丘
匕
丘
匕
七
に
表
わ
す
わ
け

で
す
が
、
全
く
の
初
め
て
で
す
か
ら
、

指
を
折
り
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
や
っ

て
い
ま
す
。

ふ
だ
人
何
訊
な
く
兄
て
い
た
雲
の

流
れ
、
空
の
色
、
そ
し
て
、
身
の
回

り
の
も
ろ
も
ろ
の
事
が
、
新
し
い
発

兄
と
な
っ
て
、
ひ
と
つ
の
歌
の
な
り

た
ち
に
つ
な
が
っ
て

い
く
事
を
知
っ

て

い
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
時
間
の
か

か
る
も
の
で
す
。

そ
れ
で
い
い
と
思

い
ま
す
。
歩
き

出
し
た
ば
か
り
の
短
歌
会
。
同
好
の

方
、
勉
強
会
は
毎
り
第
一
月
曜
日
で

す
。
い
つ
で
も
お
呼
ら
し
て
お
り
ま

す
。

展示風彫（文化祭1



第
二
回
町
長
杯
争
奪

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会

森
山
老
人
ク
ラ
ブ
が
優
勝

町
制
施

行
．．
．十
周
年

及

び
町

ゲ
ー

ト

ボ

ー
ル
協
会

設
を
を

記

念
！
｝
た
第

二
回

町

長
杯
争

奪
ゲ

ー
ト

ボ

ー
ル
人

会

が
卜
月

．一
卜
八

日
午

前
九

時
ｔ

か

ら
行

わ

れ
森

山
包

人

ク
ラ

ブ
が

念
願

の

初
優
勝

を
遮

げ
ま

し
た
．

参

加
卜

六
チ

ー
ム
、

約
百
．
．．卜
幺
‥

の
選

予

が
参

加
し

、
開
会

式

で
は

俺

藤
町

長
の

あ

い
さ
つ
、

前
年
度

優
勝

チ

ー
ム
西
大

岐
壮
寿

会
よ

り
優

勝

カ

ッ
プ

返
還

が
あ
り

、
佐
藤

教
育

委
口

及
、
藤
川
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
か
ら
の

祝
辞
の
あ
と
内
谷
寿
会
の
遠
藤
芳
之

助
選
手
が
力
強
く
選
１
宣
終
し
ま
し

た
。当

日
は
駄
晴
れ
で
し
た
が
阻
が
や

や
強
く
膚
寒
い
天
気
で
し
た
が
。
去

年
よ
り
四
チ
‐

ム
多
い
卜
六
チ
ー
ム

が
藤
田
小
校
庭
の
四
コ
ー
ト
で
午
前

中
は
四
チ
ー
ム
づ
つ
の
リ
ー
グ
戦
。

午
後
か
ら
各
ｈ

位
ニ
チ

ー
ム
の
ハ

チ

ー
ム
に
よ
っ
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
各
チ

ー
ム
の
応
扱
川
も

加
わ
り
激
し
い
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
献
の

。
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
、

①
森
山
老
人
ク
ラ
ブ
　
②
阿
潭
貿
志

第
。こ
寿
会

澎
徳
江
南
部
長
が
会
、

栄
母
会
第
二
寿
会

布
判
長
賞

伊
藤
ト
シ
（
森
山
老
人
夕
）

な
お
当
日
、
全
て
の
審
判
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
町
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
愛
好

会
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

第
十
九
回
国
見
町
桑
折
町
青

少

年

健

全
育

成
剣

道
大

会

成
績

結
果

十
月
二
十
一
日
　
会
場
釀
芳
中

○
団
体

戦

小

学
生

低
学
年

（
ニ

ー
．．
．年

生

）

①
国

見

Ａ
　

②
桑
折

Ａ

③
国
見

Ｂ

小
学
生

商
学
年

（
四
？

六
年

生

）

①
藁

折
Ａ

他
国

兄

Ａ

⑤

桑
折
Ｃ

中
学
生

子
国
‥
｝’Ａ

②
国
Ｕ
’Ｄ

③
桑
折
Ｂ

Ｃ
個
人
戦

小
幸
生

匸

、
二
年
生
の
部
｝

①
穩

曝
昌
美
掎
　
②
瀬
戸
裕
二
仭

③
斉
蘓
慶
一
卿

小
幸
生
（
气

四
年
生
の
部
）

①
須
Ⅲ
浩
元
仭
　
②
瀬
戸
正
人
Ｓ

湎
珍
砂

崇
仭

小
学
生
（
瓦
、
六
年
生
の
部
）

①
４

喞
良
倫
凾
　
②
清
水
銘
典
洳

③
Ｅ
予

実
国

中
学
生
の
部

①
亀
岡
隆
夫
洳

②
松
浦
裕
子
仭

③
占
Ⅲ
　
勝
洳

富ぴの森山老人クラブ

出
羽
路
を
旅
し
て

藤
川
勝
衛

人
間
に
は
放
浪
瞬
が
潜
在
し
て
い

る
、
こ
の
放
浪
瞬
が
私
達
の
心
を
突

き
旅
に
追
い
や
る
潜
在
力
と
な
り
て

い
る
の
で
あ
る
ま

い
か
、
勿
論
旅
を

好
ま
な
い
人
も
あ
る
が
然
し
そ
う
し

た
人
も
心
の
中
に
は
、
そ
ち
こ
ち
の

変

り
た
峨
土
を
心
に
楠
い
て
楽
し
み

乂
栂
れ
を
持
っ
て

い
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
旅
は
楽
し

い
も
の
で
憧
れ
や
、

或
い
は
闘
侍
感
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

私
は
旅
と
い
う
も
の
に
常
に
執

心
を

持
‐り
て
い
ま
す
。
が
と
い
っ
て
、
そ

れ
程
各
地
を
旅
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

高
令
者
教
室
は
設
立
当
初
は
研
修

旅
行

や
史

跡
巡
り

等
を
頻

繁

に
実
施

し
宿

泊
旅
行

も
何

回
も
実

施
し

て

い

ま
す

。
然

し
そ
の

後
色

々
の

都
合
で

宿
泊

旅
行

は
取
り

止
め
Ｈ

帰
り

旅
行

を
呼

ら
と

し
ま
し

た
が
、

最
近

。
泊

程
度

の
研

修
旅
行

は
良

い
の
で

な

い

か

と
Ｊ
‥
つ
た
息
兇

も
出
始

め
て

来
ま

し
た

の
で
今

回
出

羽
の
方

に
行

く
こ

と

に
な

っ
た
の
で

す
。

然

し
一
界

心
配

し
た
の

は
出
羽

は

余
り

に
も
有

名
で
人

方
の
人

は
出

か

け
て

い
て
参

加
希

望
升
は

少

い
の
で

は
な

い
か

と

い
う

こ
と
で

す
。
そ

れ

で
も

。こ
卜
七

名
程
集

り
、
そ

れ

に
公

民
館

妓
さ
ん

早
田
先

生
都
合
一
。一
十

九

名
で
出

か
け

る
こ

と
に
な

っ
た
の

で

し
た

。
卜
月

十
六
日

の
出

か
け

る
当

日

は
雨

が
降

り
出
し

そ
う

な
様
子
で

し

た

が
大
し

て
雨

に
も
遭

わ
ず

。
ま

ず
ま
す

の
旅
行

日
和
で

し

た
。

ｆ

定

ど
お

り
の
コ

ー
ス
で
歩

き

ま

し

た

が
、

い
つ
も
な

が
ら
の

バ
ス
の

中

の
訊

分
、
窓
外

の
秋

の
風
炊

は
格

別

で
し

た
。
殊

に
帰
途

笹
谷
峠

付
近

の

山
の

紅
葉
は

絶
景
で

し
た

。
今
で

も

あ
の

紅
葉

に
彩

ら
れ

た
山

が
眼
前

に
髣
髴

と
し
て

い
ま
す

。

出

羽
こ
一
山
は

東
北
の

霊
山

と
し
て

名

高
く

開
山
の
歴

史
は
古

く
六

世
紀

と

い
わ

れ
る

が
時
代
を
経

る

に
つ
れ

て

仏
教
色

が
強

ま
り
明
治

維
新

ま
で

神

仏
混

淆
の
山

と
し
て

聞
え
で

来
ま

し

た
。
地

形
的

に
は
‘二
山
と

い
わ
れ

て

も
。二
つ
の
山
で

な
く

山
ら
し

い
の

は

『
月
山
』
だ
け
で
、
湯
殿
山
は
山

腹
の
崖
か
ら
湧
く
温
泉
を
御
神
体
と

し
て
山
岳
信
仰
の
母
体
と
し
た
も
の

だ
し
羽
黒
山
は
、
月
山
の
麓
に
あ
り
、

羽
黒
神
社
は
出
羽
丘
陵
の
頂
き
に
あ

り
ま
す
。
こ
こ
に
は
こ
一
山
の
合
祭
殿

が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

私
共
は
先
ず
こ
の
羽
黒
山
を
参
拝

し
湯
殿
山
に
は
翌
ｔ
七
日

に
参
り
ま

し
た
が
御
神
体
は
泥
流
の
中
か
ら
湧

出
す
る
温
泉
で
余
り
兄
ら
れ
な
い
処

で
す
。
月
山
は
高
山
で
も
あ
り
老
人

に
は
無
理
な
の
で
取
り
止
め
ま
し
た
。

そ
の
他
渦
の
浜
の
善
宝
寺
、
水
族
館

等
を
兇
物
し
て
来
ま
し
た
。
宿
は
湯

の
浜
温
泉
で
日
本
海
に
面
し
、
そ
の

眺
望
と
殊
に
夕
日
の
海
面
に
沈
む
華

腎
な
眺
め
は
絶
讃
で
し
た
。

羽黒山にて



小
坂
の
地
蔵
様

ね
り
歩
く

十
月
一
一
十
一
日
、
「
小
坂
の
地
蔵

サ
マ
今
来
た
ソ
ー
イ
」
で
名
高
い
、

小
坂
の
地
蔵
様
が
、
小
坂
地
区
を
ね

り
歩
き
ま
し
た
。

午
加
九
時
、
地
蔵
堂
の
堂
守
で
あ

る
高
原
進
さ
ん
方
を
出
発
し
。
途
中

子
供
た
ち
や
地
区
の
人
た
ち
が
行
列

に
加
わ
り
、
掛
声
賑
や
か
に
歩
き
ま

し
た
。
沿
道
に
は
。
米
、
米
物
な
ど

の
お
供
え
物
を
も
っ
た
人
た
ら
が
地

蔵
様
に
き
さ
げ
、
頭
を
な
で
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

こ
の
地
蔵
様
は
。
子
育
て
地
蔵
と

し
て
名
高
く
、
数
百
年
の
間
、
近
郷

の
人
々
は
も
ち
ろ
ん
、
旧
羽
州
街
道

を
行
き
来
し
た
旅
人
の
信
仰
を
集
め
、

庶
民
の
中
に
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

昔
は
、
小
坂
地
区
だ
け
で
な
く
、

藤
田
や
隣
の
桑
折
町
ま
で
ね
り
歩
き

ま
し
た
が
、
交
通
Ｕ
｀
が
増
え
た
た
め

か
、
小
坂
地
区
だ
け
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。。

親
し
み
易

い
仏
様
と
し
て
、
今
後

も
幾
久
し
く
、
私
た
ち
の
中
に
生
き

続
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

＆小坂の地取様を引く地区のみなさん

小
坂
小
学
校
で

稲
こ
き

卜
日
ニ

ト
七

日
、

小
坂

小

学
校
で

は
、
五

こ
（

年
生
四

卜
五

名

全
員
で

稲
こ

き
を
行

い
ま

し
た

。

勤

労
体
験

的
学
習

の

一
環

と
し
て

ｆ

供

た
ち

に
動

労

と
収
穫

の
喜

び
を

昧
わ

っ
て
も

ら

お
う
と

。
今
年

か

ら

始

め
た
も
の

で
、

学
校

の
近

く
に
あ

る
Ⅲ

を
借
り

、
く

ろ
つ

け
、

代
か

き

を
瓦

・
六
年

生

が
受

け

持
ち

．
ａ

Ｈ

ト

ー
日
に
全

校
生
で

Ⅲ

植
え

を
行

い
、

九
川

。一
ト
ーハ
日

に
稲

刈

り
を

全
校
ま

で
行

い
ま
し

た
『
。

後
藤
義
春

小
坂

小
Ｐ
Ｔ

Ａ

会

長
な

ど
の
協
力
を

呀

で
子

供
た

ち
は
熱

心

に
作
裏
を
行

ワ
で

い
ま
し

た

。

こ
の
日

の
収
穫

は

、
。一
。畝
の
Ⅲ

で

モ

ミ
約
二
百

扛
十

キ

ロ
ほ

ど
取

れ
、

こ

の
後
、

モ
ミ

す
り

、
精
米

を

し
て

、

十

一
月
一
一
十
ニ

ー日

に
行

う
予

定
の

収

穫
祭

で
、

全
枚
生

で

ご
は
ん

に
し

て

味

わ
う
と
の

こ

と
で

す
。

▲鱗心に作業する児童たち

健
康
づ
く
り
の
つ
ど
い

開
催
さ
れ
る

保
原
傑
健
所
地
区
衡
生
組
織
人
会
・

健
康
づ
く
り
の
つ
ど
い
が
．
卜
Ｈ
二

卜
九
日
午
後

．
時

か
ら
公
民
館
で
川

か
れ
ま
し
た
二

席
Ｌ
．
衛
生
活
動
功
労
者
と
し
て

川
兄
町
か
ら
佐
藤
重
吉
さ
λ
（
北
部
一

と
鳥
鳩
金
吉
さ
ん
（
鳥
取
）
の
１
名

が
表
彰
さ
れ
、
献
血
推
進
功
労
者
と

’
）
で
国
兇
精
機
株
式
会
社
に
惑
謝
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

傑
原
傑
随
所
、
町
、
地
区
保
健
委

ｕ

迚（
日
会
の
主
催
で
、
伊
達
ヒ
町
の

保
健
委
ｎ

、
健
康
づ
く
り
推
進
員
ら

約
。一
百
人
が
出
席
。
佐
藤
町
長
ら
の

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
佐
久
川
い
ら
さ

ん
（
第
十
二

气

藤
川
勝
衛
さ
ん

へ

宮
町
北
）
、
熊
坂
善
七
さ
ん
（
内
谷

東
）
が
。
自
分
の
健
康
法
に
つ
い
て

体
験
発
表
を
し
ま
し
た
。。

紋
い
て
、
公
立
藤
川
総
（
口
病
院
の

本
絹
尚
院
長
が
「
こ
れ
か
ら
の
成
人

病
」
と
題
し
て
講
演
。
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
令
ｎ

で
健
康
音
頭
な
ど
を

師
り
楽
し
み
ま
し
た
。

▲約200人が参加した鰉贋づくりのつどい

～国 見町 民 憲 章 ～
1｡あたたかく、た１けあう町をつくりましょう。

1.楽しく龝いて、豐かな町をつくりましょう。

1.すこやかで、よろこぴに生きる网をつくりましょう。

1,力をあわせて、すがすがしい网をつ< りましょう。

1.教育と文化を高め､ 希望にみちた黽をつくりましょう。

編
編集

日

記

０

。
日
か
ら
、
千
円
、
瓦
モ
川
、
一

万
円
の
み
券
が
簡
札
と
な
り
ま
し
た
。

長
年
親
し
ん
だ
伊
藤
博
文
。
聖
徳
太

’ｒ
に
変
わ
り
、
夏
目
漱
石
、
新
波
戸

嵋
危
。
福
沢
励
吉
が
登
場
。
い
ろ
い

ろ
と
議
論
を
よ
ん
た
よ
う
で
す
が
、

涙
を
な
が
し
た
り
、
こ
す
る
と
蕎
４

が
消
え
た
り
す
る
釿
札
な
ど
が
全
岡

で
発
見
さ
れ
、
ま
た
ま
た
話
題
を
よ

人
で
い
ま
す
。

○
と
こ
ろ
で
、
こ
の
新
札
、
前
よ
り

。
川
り
小
さ
く
な

り
た
せ
い
か
、
瓦

μ

円
札
と
間
違
え
そ
う
で
す
、
慣
れ

親
し
む
ま
で
、
注
意
し
て
使

い
た
い

も
の
で
す
ね
。

９
行
・
岨
集

国
兇
町
企
丙
課

樋
島
県
伊
達
郡
国
兇
町
大
字
藤
旧
字
一
丁
田
二
２
の
！

一
九
六
九
Ｉ
一
七
　

Ｓ
｛
Ｏ
Ｊ一
四
五
｝
八
五
１
．
．一
一
一
（
代
表
）
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